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【研究の背景・目的】 
我が国ファッションの国際化は長年の課題で国策

でもあるが、国際プレゼンスは低く電機や自動車に
比しアジア市場でも実績に乏しい。米国に次ぐ豊穣
な日本国内市場と製造原価低減要求は超空洞化（衣
料消費輸入比率は 95％強）を招き、国際化に堪える
製造技術や設計・販売ノウハウを喪失させた。この
空洞化を踏まえ、我が国ファッション事業国際化に
寄与する知見を得るため、技術に偏重しがちな繊維
工学に感性認知情報・被服・商経営の諸学見解を導
入、国際市場を前提とした技術的かつ経営的研究を
推進する。 
分野１：国際ファッション市場に対応する、テキス

タイルと服飾の設計・製造・販売に関する技術的経
営的研究を進める。ファッションテキスタイルの設
計過程・製造工程の知見を得、標準化を模索、服飾
設計の特徴を整理する。テキスタイル提示に関する
服飾設計者の認知的限界を明示する。ファッション
製品の製造工程における裁量とその効果を解明する。 
分野２：国際ファッション市場に通用する「テキス

タ イ ル 提 案 シ ス テ ム (TPS: Textile Proposal 
System)」構築を目指す。製品の質感とドレープを的
確に表現するべく、力学特性の視点から考案し、電
子取引を想定し、TPS の要件を解明する。さらに、
テキスタイルの動きの表現を工夫し、触覚特性の予
測に及ぶ。 

【研究の方法】 
分野１：国際市場前提の服飾業態にかんする先行

研究でのクチュールメゾン(Cm)、ファストファッシ
ョン(Ff)の知見を基に、両者の服飾デザインにおける
国際化手法についてデザイン、パターンと体形の事
業者別、市場別調査を実施する。また両業者が選択
対象とするテキスタイルについて、繊維工学・服飾
設計製造・感性認知情報学・商学経営学の視点から
カテゴリ、規格、色彩、視覚テクスチャ、触感、物
性、表現言語、設計生産技術、取引・流通等を調査
しテキスタイル事業の国際化要件の知見を得る。 
テキスタイルの国際分類調査、テキスタイルの属

性と言語表現の関係の研究、世界市場に通用するフ
ァッション製品の実在試料の収集および分解再生、
海外消費者に係るパターン研究（体形・ボディと設
計、造形、裁断縫製工程、パターンとテキスタイル
の相互作用、着心地の国際比較実験、服飾テキスタ
イルの採否決定者の認知限界調査を行う。ブランド
評価、海外出店のための都市研究を、欧州特定街区
を対象に実施する。 

分野 2：服飾設計者のテキスタイル認知と、テキス
タイルに関わる情報の標準化調査を実施する。認知
に関しテキスタイル単体・衣服設計の素材・新規取
引への影響という多面的視点から調査する。また、
TPS でのテキスタイル情報表現決定の参考や既存
の設計・生産システムとの互換性維持のために、テ
キスタイル取引情報の表現実態を調査する。テクス
チャ・色、静的なドレープやしわ、動的な揺れ、標
準試料・尺度の定式化を検討する（設計、触感、色
彩）。言語表現の認知科学的調査、触感デバイスの要
件整理と可能性検討を行う。2D･3D･ファブリック
シミュレータによる伝達、クロスシミュレータによ
る伝達能力の技術的調査。遠隔地取引業者の提案経
験の増加可能性、テキスタイルの製造工程への影響、
服飾設計者の創造意欲向上、服飾製造工程への影響
を調査し、遠隔多媒体通信取引にかんする展望を示
す。 

【期待される成果と意義】 
繊維工学に異分野知見を交差させ、また、異分野

に繊維工学を知っていただき、国際ファッション市
場進出を意識し、その解決策と実行可能性を常に念
頭に置き、あわせて繊維工学を国際ファッション市
場に対応可能な内容に再構築し学問的付加価値を高
めていく点に学術的特色と独創性を強調する。本研
究は論文を重要とするも、Premiere Vision Paris
のような国際大規模展示会に集う実務家から、なん
らかの程度にプラス評価を得ることも重要であると
考える。 
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